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図2:不均衡変異と相転移
研究会報告
異が進化を加速できる可能性を示している【91｡図2(C)はバクテリアのパラメータを用いて､不
均衡変異における相転移点 (変異の閉値)を､正確な合成酵素の相対濃度の関数として､プロッ
トしたもので､準種が許容可能な変異率の範囲を表している｡正確な合成酵素の相対濃度が臨界
点に達すると､変異の闇値は急激に上昇する｡ただし､遺伝情報配列の長さは有限であり､また
不正確な合成酵素が100%の確率で変異を起こすことはあり得ないので､臨界点を越えると､変
異率の上限は直線的に下降する｡不均衡変異生物が許容できる最大平均変異率は均衡のそれと比
べて遥かに大きい 【9]｡
【むすび】DNA複製が不均衡であることに疑問を持ち､"変異は不均一に起こる"という単純
な仮定の下に理論を展開し､不均衡進化論に行き着いた｡今や物理学との接点を議論するまでに
至り予想外の展開となった｡今後の研究課題は､実際の生物を用いた実験による不均衡理論の検
証である｡今回は紙面の都合上割愛したが､大腸菌や出芽酵母のDNA合成酵素遺伝子に人工的
な変異を導入した結果､高速に進化する生物が見つかってきている｡
ただし､それらの進化速度の上昇が不均衡理論に基づくものなのかど
うかは､理論と合わせたさらなる検証が必要である｡
最後に､我々が現時点で措いている不均衡変異の世界のイメージを
示す｡図3(a)は従来の考えに基づく均衡変異の括像 (【6】を改変)
である｡変異率が極めて低いところでは多様性がなく"凍結"状態に
ある｡変異率が上がると"カオスの縁"に至り､生物は最大限適応進
化する｡｢変異の閉値｣を越すと情報は"融解"し､死に至る｡生物
は非常に際どい存在だと言うことになるO-方､図3(b)に示す不
均衡変異の世界では､変異の閥値が大きく上昇するので､高い変異率
においても､生物は遺伝情報を失うことなく高速に進化できる｡過激
な表現をすれば､平衡状態において､熱湯の中に浮かぶ氷が消えたり
現れたりしているのである｡生物は自ら変異率を調節して､秩序とカ
オスの世界を自由に移動できるしたたかな存在であると言える｡生物
はカオスを乗り越えて進化するのである｡
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図3:不均衡変異の世界
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